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作者あわせて 60 名以上が参加した． 
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る．同書は日本の対華政策，日中関係を主題
に，確かな資料と独自の視点で近代以降の日
本の対華政策が制定された背景，実施の過程，
そして日本現代化におけるその作用を分析し
ていると指摘する．同書は，戦略的な角度か
ら日本の戦前戦後の対華政策に的確な判断と
定義を行っており，歴代内閣の対華政策の相
違点やそれが日中関係に与えた影響を分析し，
錯綜する現象のなかから歴史の事実に接近し
ている．著者が先人の研究成果を十分に利用
すると共に，長期にわたって形成されてきた
誤読や偏向を正したことは，近代以降の日本
の対華政策を客観的に判断し，今後の日中関
係を理性的に見る上で非常に参考になるもの
である． 
 シンポジウムでは，出版界及び学術雑誌の
編集者らが，如何にして質の高い学術書を出
版するかといったことや，読者たちが日本現
代化のどのような点に関心をもっているのか
といったことについて，各自の意見を述べた．
経験豊富な編集者たちの意見は，研究の視野
を広げるうえで非常に啓発的なものであった．
また王敏教授は本叢書出版後の計画について，
英訳本と和訳本を出し，英語圏と日本語圏の 
読者が手に取りやすいようにすべきだと提案
し，時期をみて，西欧或いは日本の学者に論
評してもらうべきであるとした． 
 列席した専門家たちは，日本の現代化に関
する今後の研究理論と方法，科学技術の革新
と環境保護などについて的確な意見を提起し
た．卞崇道氏は，この十巻の叢書は日本の現
代化の各側面をそれぞれ重視しており，専門
別にそれぞれ歴史的研究が行われているが，
今後の横断的な研究や総合的な理論研究のた
めの基礎をも打ちたてていると指摘する．ま
た同時に，日本現代化の研究における空間論
的視点，すなわち東アジアから全世界へと繋
がるような視点の重要性を強調しており，方
法論的にも革新的であるとしている．更には
「日本現代化研究の学術史」の整理と研究を
通して日本現代化研究の学術体系を築くべき
だとも提案している． 
 楊棟梁教授は，各参加者の素晴らしい発言
と支持に謝意を表し，このシンポジウムを通
じて如何にしてこの分野の研究を今後進めて
いくかの見通しを得たと述べ，これも各著者
および参加者にとっての大きな収穫であった
とした．楊教授は，日本の現代化の道は曲折
を経ており，「後発追い越し型」の経験と教
訓とが並存しているという．歴史発展の「横
軸と縦軸」に沿って，日本現代化の特質を把
握・解析することは，単に「公正」であろう
とすることだけではなく，「己を律する」こ
とにもつながる．日本現代化研究には更に多
くの課題が待ち受けているが，今回のシンポ
ジウムはこの研究領域で活躍している多くの
著名な専門家を集めており，『日本現代化の
過程研究』叢書の出版を契機として，中国に
おける日本現代化研究は新たな境地に入るこ
とだろう． 
（翻訳：小嶋祐輔） 
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